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スギ製材の新用途開発  
～中規模建築物向け梁材の製造技術～  

 本県の森林資源は充実し，スギ材は“伐って・使う”時期を迎えています。 

 スギ材の主な用途は住宅用の柱や梁などの製材品ですが，新たな需要を作り 
出すために，福祉や教育用途など公共的施設への利用拡大が期待されています。 

 しかし，これらの施設を木造で建築するには，住宅よりも室内が広いために 
長さ４ｍ以上の梁材が必要となります。 

 そこで，外材や集成材ではなく，県産スギ製材を利用し，県内事業体で製造 
可能な中規模建築物向け梁材（トラス梁）の開発に取組みました。 

①形式の異なる4.2ｍトラス梁の曲げ性能比較 

 形式：３種類（ハウ，プラット，ワーレン） 

②プレカットによる６ｍトラス梁の製造実証 
 および曲げ試験 

 形式：２種類（ハウ，ワーレン） 
 プレカット：県内プレカット工場にて加工 
 曲げ試験：耐変形性，破壊荷重など評価 

①形式の異なる4.2ｍトラス梁の曲げ性能比較 

 ３種類のトラス梁の曲げ性能は，ハウとワーレンが高く，プラットでは斜材に引張り力が生じて接合部の破
壊が生じやすかったです。この結果から，６ｍトラス梁の形式はハウとワーレンの２種類に決定しました。 

②プレカットによる６ｍトラス梁の製造実証 
 および曲げ試験 

 大半の部材はプレカットが可能で，部材の加工 

工程とトラス梁の組立て工程も短縮化できました。 

 曲げ試験の結果，トラス梁の耐変形性はハウと 

ワーレンで等しく，破壊荷重はハウでは88kN 

（約8.8ton），ワーレンでは73kN（約7.3ton） 

でした。ともに高い曲げ性能を示しました。 

・研究成果は「県産スギ製材を利用したトラス梁の製造・利用」技術資料にまとめます。 

・トラス梁の製造・利用技術は，県内の製材工場，建築設計士，行政機関の方々へ公開試験なども行い提案し， 
 中規模建築物への利用に向けて普及します。 

持続可能な林業経営を目指した人工林の循環利用システムの開発（研究期間：H25～H27年度） 
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トラス梁の組立て 
（１人で組立て可能） ６ｍトラス梁の曲げ試験結果 
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